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研究成果の概要（和文）：本研究は、障がい者陸上投てき競技に焦点を当て、個々の障がい者選

手の身体状況に適応できる調節式スローイングチェア(ATC)の開発をすすめ、普及することを目

的とした。結果、フットサポートの ATC ベース内設置を可能にした ATC4 型まで改良を重ねるこ

とができた。本機器を使用し、6 名の選手が日本記録等の記録を樹立しているとともに、他の

選手達にも競技専用の補装具の重要性について認識を高めることができた。また、本機器を特

別支援学校や障がい者スポーツセンターに設置できた。 

 
研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to investigate the effect of New Adjustment 
type Throwing Chair (NATC) for severely disabled athletes. This improved NATC(version4) could 
assist athletes throwing movement more efficiently. We believe that ATC would contribute to 
promote not only participation of sport game for severely disabled persons, but also support of 
independent living.  
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１．研究開始当初の背景 

障がい者の陸上競技において、投てき競技

は円盤、砲丸、棍棒などの用具に加え、選手

の障害に応じて改良を加えたスローイング

チェアなどの投てき用補装具を用いること

で、重度障がい者にとっても比較的参加しや

すいスポーツである。しかし、残念ながら、

日本では諸外国に比べ非常に競技人口が少

ないのが現状である。その原因として、投て

き競技そのものの日本における知名度の低

さや指導者が不足していることの他、特に、

下肢機能障がい者が投てき時に利用する、障

がい者投てき競技用補装具であるスローイ

ングチェアに関する情報不足や普及率の低

さが大きく影響している。 

そこで、平成15年度～平成17年度科学研究

費補助金において、重度の障がい者陸上選手、

主として脳性麻痺及び脊髄損傷投てき選手
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置した。 

特別支援学校や小児医療施設、障がい者ス

ポーツセンター等に設置することで、より多

くの (重度) 障がい者に投てき競技の面白

さや可能性を示すことができ、スポーツを通

した社会参加の促進を図ることを可能にす

る。 
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